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　さて今年は、湘南泉病院は機能評価認定の更新

の年です。２００８年４月に日本医療機能評価機

構の審査に合格してから早いもので、もう５年が

過ぎようとしています。あの時の審査に実際に立

ち会った職員の皆さんも沢山居ると思いますが、

なかなか大変なガンバリが必要だった事と思いま

す。何故ならば、普通病院の審査と言うものは幹

部だけが受ける事が多いと思いますが、病院機能

評価の審査は違います。訪問審査の時、評価委員

の方達が院内巡視をしながら誰れ彼れの区別な

く、当院の職員ならば当然知っていると思われる

事柄、例えば「当院の基本理念と基本方針を言っ

て下さい！」等と突発的に質問してきます。（当

院の基本理念と基本方針は皆さんが付けている

ネームプレートの裏側にプリントされていま

す。）つまりいつでもどこでも全員が参加です。

当院の職場環境や業務内容はもちろん、個人個人

の心構えまで突如審査されるのです。昔のあまり

知られていない小さな病院から２０年、職員の皆

さんのガンバリが当院をこのレベルの病院に押し

上げて来たのです。ぜひ誇りを持って頂きたいと

思います。今のところ当院は法人の中で唯一の機

能評価認定病院ですが関連病院や施設とも協力を

ますます強め、患者さん達がより快適に診療を受

けられる様に、また全職員がより楽しく働ける様

に工夫し、皆で進化させて行きましょう。

　今年は嵐と共にようやく春がやってきました。

新年度にあたって感じている事を少しお話してみ

たいと思います。まず、新しい職員の皆さんも随

分増えてきましたので、当院の今までの流れをか

いつまんで紹介します。当院が実質的に稼働し始

めたのは平成４年ですので今年で丁度２０年目に

なります。スタート直後は全くの無い無いづくし

でした。１５６床のベッド数なのに常勤医が４人

しか居ないと云った有様で、こんな状態でやれる

のかな？と思いながらも皆毎日無我夢中で院内を

駆けずり回っていました。この当時の事を知って

いる人は今では院内に４～５人位でしょうか。常

勤医が１０人居る今は夢の様です。医者確保の

為、外来を休診にして大学への御百度参りも年中

行事でしたし、月に１０日は当直がありました。

責任者の交代を始めとしたいろいろな変革が行わ

れましたが、その中で最も大きな変革は当時の国

の医療改革の流れに逆らって、一般病院に向けて

イチかバチか舵を切った事です。この時、大学か

ら派遣されてきていたパートの医者達からは「そ

んな事をしたらこの病院は潰れますよ！」等と言

われたものです。４～５人しかいない常勤医と他

の医療スタッフ全員の総力結集の御蔭で何とか持

ちこたえる事ができました。また徐々にではあり

ますが医療の質を向上させ、病院の実力を上げて

来る事ができました。そういった積み重ねが、い

つの間にかこの地域で、ある程度信頼され得る病

院になってきたのではないかと思っています。
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　　　医療法人社団鵬友会　理事長　児玉　喜直

新年度を迎えるにあたって
　～機能評価再審へ向けてこの２０年を振り返る～



第18回 市民向け医療・福祉講座 開催します。

（仮称）「胃ろうを取り巻く社会情勢」

◆平成24年6月30日（土）18：30～ 旭区民文化センター サンハート

【特別講演】 湘南泉病院 院長 児玉 喜直
【ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ】 座長 湘南泉病院 副院長 末盛 彰一

◆ﾊﾟﾈﾗｰ：松下秀明（言語聴覚士）、古澤智子（管理栄養士）、小澤麦子（看護師）
他医師を予定

【お申込み/お問い合わせ)】
◆法人本部 福島 ☎045-810-0331 ◆湘南泉病院 相澤 ☎045-812-2288 

平成24年4月2日（月）平成24年度入職式を行いました。会場となった湘南泉
病院の会議室には、法人５施設から新入職者総勢29名が集まり、鵬友会職員と
しての第一歩を踏み出しました。

まず児玉喜直理事長が挨拶を行い、「異なる施設へ配属された後も、皆が協力

し合い、さらに各分野のスペシャリストとして個々の質を上げていける様に頑

張って下さい。」と新入職者への期待を述べました。

児玉理事長

池島常務理事永澤看護統括部長
【会場】

全体講義：福島係長 【１G担当：法人本部

福島係長】

続いて、池島守常務理事から鵬友会の組織の概要について、永澤直美看護統括部長から職業倫理につい
ての講義の後、後半は新採用者研修（接遇）を行いました。全体講義で基本的な事柄を学んだ後、３グ
ループに分かれ、電話応対や患者・家族との接し方などについての演習を行いました。
具体的な事例のもと行った演習では、実際に体験して感じたことなどを話し合うことができ、社会人と

しての基本を再認識する意味でも良かったのではないかと思います。
新入職の皆さん、この経験を忘れず、それぞれの持ち場で力を発揮できる様に頑張って下さい！

【２G担当：横浜ほうゆう

病院接遇担当竹内】

【３G担当：湘南泉病院

三澤副看護部長】




